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後

周

世
宗

の

儒

教

政

策

⊥

西
紀
九

〇
七
年
よ
-
九
五
九
年
に
い
な
る
僅
か
五
十
三
年
の

短
S
期
問
に
'
朝
を
易

へ
る
こ
と
五
度
'
君
主
の
迭
立
相
次
S

で
八
姓
十
三
君
を
数

へ
､
然
も
其
の
毒
を
全
う
し
た
も
の
は
僅

か
五
君
に
過
ぎ
ず
､
備
諸
方
藩
鎖
の
割
揺
す
る
も
の
十
二
観
と

謂
は
れ
る
｡
五
代
を
通
じ
て
全
節
の
士
三
'
死
事
の
人
十
有
瓦

と
侍

へ
ら
れ
る
此
の
反
面
'
よ
-
五
胡
八
姓
十

一
君
に
屡
任
し

て
常
粧
宰
執
等
の
栄
位
を
保
っ
た
構
造
を
始
め
と
す
る
文
武
伍

僚
の
瀕
節
が
み
ら
れ
つ
か
ゝ

る
政
治
的
混
乱
丁
軍
閥
争
覇
の
中

ヽ

･に
終
始
し
夜
五
代
が
｢,
政
治
経
済
軍
事
文
化
の
諸
方
面
に
亘
っ

て
幾
多
の
時
代
的
奨
革
を
中
国
史
上
に
も
た
ら
し
た
こ
JJ
は
今

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
S
.
殊
に
従
来
長
安
､
洛
隊
の
南
都

牧

田

諦

亮

.J,

市
中
心
に
偏
在
し
て
敬
遠
し
た
文
化
が
､
地
雰
軍
閥
の
自
衛
保

'{境
の
見
地
か
ら
行
っ
た
隔
地
の
経
済
開
健
に
随
辞
し
て
地
方
に

浸
透
し
て
い
つ
た
iJ
と
も
自
然
の
勢
で
あ
-
'
多
-
微
賎
の
出

身
で
あ
る
五
代
君
主
達
に
よ
る
俸
椀
の
破
壊
と
あ
い
奮
っ
て
次

の
新
し
･S
世
代
が
形
造
ら
れ
つ
1
あ
っ
た
9
此
め
五
代
王
朝
最

後
の
後
周
世
宗
に
よ
っ
て
行
､ほ
れ
た
悌
敦
政
策
は
｢
後
の
悌
敦

史
家
に
.よ
っ
て
北
魂
太
武
帝
'
北
周
武
帝
.
唐
武
宗
の
そ
れ
と

合
し
て
所
謂

｢
三
武

一
宗
の
法
難
｣
と
解
さ
れ
る
も

の
で
あ

る
｡
前
三
者
が
比
較
的
問
題
硯
さ
れ
る
に
勤
し
｢
一
宗
の
法
難
｣

捻
､
欧
に
中
国
悌
教
史
と
L
P
軸
心
の
薄
れ
た
と
い
は
れ
る
帝

末
へ
五
代
の
事
件
に
巌
す
る
た
め
か
研
究
者
の
注
月
を
惹
か
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
∵
華
宗
の
諸
政
策
が
采
の
太
租
太
宗
の

踏
襲
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
S
る
こ
と
へ
安
線
山
の
飯
乳
以
後

21
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の
地
方
政
情
の
不
安
'
梅

へ
間
の
な
い
兵
火
の
悲
運
に
錬
欄
さ

ヽ

れ
た
下
層
社
食
の
非
常
任
性
に
基
-
民
俗
宗
教
の
掩
行
は
'
合

昌
の
法
難
に
よ
っ
て
十
時
そ
の
存
在
を
基
盤
か
ら
括
-
動
か
さ

れ
た
か
に
見
え
た
中
国
傍
敦
を
し
て
畢
解
と
し
て
ゞ
な
-
'
よ

-
普
遍
的
に
申
園
人
の
宗
教
と
し
て
受
容
さ
れ
る
傾
向
に
向
は

し
め
た
と
い
う
事
賢
等
を
顧
る
時
'
容
易
に
看
過
し
得
な
い
も

の
が
あ
る
と
息
は
れ
る
｡
今
'
そ
れ
等
の
観
鮎
か
ら
せ
宗
の
沸

教
政
策
の
賢
情
を
知
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

･
南
唐
の
第
二
主
李
環

(九

二
ハ
-
九
六

1
)
転
任

へ
て
'
保

大
三
年

(九
四
五
)
八
月
行
督
招
討
洪
撫
焼
借
款
等
諸
州
都
塵

/

侯
と
し
て
建
州
を
討
っ
た
連
銭
は
､
悉
-
其
の
捕
虜
の
生
命
を

尭
う
し
た
た
め
に
建
州
の
人
か
ら

｢
連
梯
子
｣
と
尊

辞

さ
れ

た
｡
保
大
九
年

(九
五

一
)
衰
州
よ
-
覆
し
て
兵
寓
人
を
ひ
き

い
て
西
'
長
抄
を
攻
め
た
時
'
湖
南
の
地
は
大
飢
鰭
に
際
合
し

た
が
彼
の
施
策
宜
し
き
を
得
'
た
め
に
土
人
よ
-

｢
遵
菩
薩
｣

と
た
1

へ
ら
れ
た
｡
武
安
節
度
使
と
な
る
に
及
ん
で
'
政
事
紀

綱
な
-
､
日
々
賓
供
を
事
と
し
頻
-
に
俳
事
を
営
ん
だ
た
め
に

失
政
多
-
､
長
汐
の
人
民
は
失
望
し
て
.
｢
逢
和
伶
｣
と
蔑
む
托

至
っ
た
と
晋
は
れ
る
.

(泡
鑑
筆

意

1
)

後
周
に
仕

へ
て
右
散
騎
常
侍
吏
部
侍
郎
翰
林
畢
士
と
払
少
'

采
に
仕

へ
て
建
部
僻
事
其
の
他
の
重
安
に
あ
っ
た
陶
穀

(九

〇

三

･1九
七

〇
)
は
博
-
経
史
諸
子
俳
老
に
通
じ
た
と
俺

へ
ら
れ

る
が
'
其
の
著
清
異
録
に
'
滑
州
の
貫
寧
は
性
仁
恕
に
し
て
鱒

者
に
賑
給
し
患
者
を
救
済
し
た
･̂
め
老
幼
よ
-
敬
慕
せ
ら
れ
'

彼
が
多
発
の
故
を
劇
て
｢
牽
俳
｣
と
し
て
愛
種
さ
れ
た
と
俺
へ
'

同
じ
-
河
陽
の
樺
法
常
は
酒
を
酷
噂
L
t
寒
暑
風
摘
に
か
1

は

ら
ず
常
に
酔
い
､
酔
え
ば
必
ず
熟
睡
し
'
目
覚
れ
ば
朗
々
と
麹

世
界
に
優
辞
す
る
の
句
を
吟
じ
た
と
記
し
て
S
る
｡

(辞
典

鉢
巻
二
四
)

新
穂
三
年
七
月
武
卒
節
度
使
と
な
っ
た
周
行
蓬
の
部
下
の
僚

仁
及
は
大
に
彼
の
信
任
を
得
で
軍
府
の
事
を
預
-
検
校
司
峯
を

加
え
ら
れ
'
教
委
を
嬰
-
､
そ
の
出
入
は
恰
も
王
公
の
如
く
で

あ
っ
た
と
S
S
.
周
行
逢
白
身
晩
年
樺
氏
を
酷
倍
L
t
設
斎
毎

に
を
右
を
顧
て
今
迄
に
多
数
の
人
を
殺
し
て
き
た
其
の
罪
は
'

俳
カ
に
俵
も
,な
け
れ
ば
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
語
っ
た
｡

(通
経
巻
二
九
三
)

･-2'qI-.
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世
宗
に
仕

へ
太
子
太
師
と
な
-
顛
徳
四
年
に
死
ん
だ
采
彦
鍔

(蕃
五
代
史
一
二
三
)
は
平
素
浮
屠
法
を
修
し
て
心
の
不
安
を
蟻

ひ
っ
毎
年
金
仙
人
浬
の
日

(樺
迦
催
磐
日
)
に
は
常
に
喪
服
を

着
用
し
て
像
前
に
泣
き
､
侍
婦
数
十
人
を
皆
剃
髪
梢
服
せ
七
め

て
左
右
に
侍
ら
せ
た
｡
然
も
貨
殖
に
巧
み
で

1
割
の
高
利
を
敵

か
っ
た
と
S
う
｡.

‥

以
上
の
二
三
の
卑
近
な
事
例
は
僧
侶
の
堕
落
'
軍
閥
の
信
俳

の
経
由
､
.民
衆

の
僅
諺
の
中
に
入
っ
た
沸
教
等
端
的
に
五
代
沸

教
の
性
格
を
物
語
る
も
の
が
あ
る
｡

今
試
み
に
管
寧

(九

1
九

-
1
〇
〇
二
)
の
采
高
僚
侍
に
著

錬
さ
れ
た
伶
偶
の
申
'
五
代
采
初
に
か
1

は
る
者
の
数
を
琴

不

す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
｡

(附
兄
を
除
-
)

一
'
詩
経
科

零

二
'
義
解
科

±
十
'

三
'
習
押
科

十
五
'

四
､
明
律
科

五
､
護
法
科

(後
染
ニ
'
後
唐
六
'
後
湊
五
'
後
周
一
､

宋
大
)

(後
楽
六
､
後
唐
三
'
後
晋
二
､
後
周
二
､

宋
ニ
)

.

(後
発
四
'
後
瑛
二

後
周
｢
)
.

(後
庸
一
へ
後
用
二

･

了■六
'
感
通
科

十
三
[

(後
庸
二
'
後
晋
三
'
後
漠
二

億
周
Itr

宋
五
)

七
'
遺
身
科

十
三
､

(後
晋
五
'
後
漠
一
'
後
周
二
'
宋
五
)

八
'
讃
諦
科

七
'
一
(後
発
〓
'
後
庸
二
'
後
漠
一
､
線
周
一(

宋
こ

九
､
輿
指
科

.
十
六
'

(後
席
ニ
'
後
晋
三
'
優
漠
7
.
宋
凡
)

十
'
雑
科
聾
徳

†
'

(後
発
五
'
後
唐
ニ
(
後
晋
一
､
後
撃

へ

栄
一
)

賛
寧
が
太
宗
に
高
僧
俸
三
十
巻
を
上
つ
を
の
は
瑞

扶

元

年

(九
八
八
)
十
月
で
あ
り
'
時
に
賢
率
は
七
十
歳
の
高
齢
で
あ

ら

た
.
五
代
の
混
乱
の
期
間
を
概
ね
江
南
呉
越
の
地
に
終
始
L

で
紅
-
,
太
平
輿
望

奉

完

七
八
)
呉
越
重
鎮
氏
の
束

へ
の
･

蹄
展
に
従
つ
て
開
封
紀
要
か
'
数
年
を
左
街
天
寿
寺
に
逢
っ
て
･

後
､
高
僧
侍
の
編
韓
に
着
手
し
て
5
る
の
で
あ
っ
て
､
采
高
僧

侍
が
蕎
洪
覚
範
其
の
他
に
よ
っ
て
雑
駁
な
-
と
非
難
せ
ら
れ
て

い
る
に
も
か
1
わ
ら
ず
､

(林
間
線
番
上
･'-
傭
粗
放
紀
馨
四
十
二
)

五
代
采
初
の
記
載
に
つ
5
て
は
つ
其
の
出
接
が
地
域
的
に
偏
っ

て
S
る
嫌
い
は
有
る
托
せ
よ
冷
倍
を
お
き
得
る
も
の
と
言
わ
ね

ぼ
な
ら
な
S
｡
か
-
し
て
､
す
-
な
-
と
も
采
高
僚
傍
に
あ
ら

23
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わ
れ
た
五
代
悌
教
の
大
勢
は
､
も
は
や
畢
解
に
そ
の
中
心
が
な
･

!
､
習
押
､
興
帽
'
感
通
'
遺
身
･'
雑
科
等
の
宗
教
的
行
動
の
′｡

神
秘
的
儀
鰻
的
部
門
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
｡

従
っ
て
五
代
俳
教
徒
の
一
般
的
な
著
述
に
つ
S
て
も

1
､
経
論
禽
要
二
十
番

(欠
)
貞
明
元
年

(九

1
五
)
.鰐
喚
撰

采

高
恰
俸
巻
七

(悌
糾
統
紀
巻
四
十
二
)

二
つ
新
集
戒
経
音
義
随
商
銀
三
十
番

(存
)
天
栢
五
年

(九
四
'

〇
)
可
洪
撰

＼ヽ

三
､
租
堂
集
二
十
番

(存
)
南
唐
保
大
十
年

(九
五
二
)
静
野

二
師
撰

四
r
大
蔵
経
音
線
五
百
番

(欠
)
行
碍

(八
九
1

-

九
五
二
)

撰

(宋
高
僧
爆
撃

宇

五
)

五
つ
碍
氏
六
柚
二
十
四
巻

(存
)
薪
徳
元
年

(九
五
四
)
義
楚ヽ

撰

等
の
編
著
が
濁
る
に
過
ぎ
ず
'
た
ま
-

後
唐
の
末
静
に
仕

へ

て
翰
林
学
士
戸
部
郎
申
た
-
'-
後
周
太
組
に
仕

へ七
槍
校
砥
部

倫
欝
太
子
賓
客
と
な
っ
た
馬
蘭
孫
の
如
き
'
も
と
韓
愈
の
排
俳

論
を
奉
じ
'
後
に
は
却
っ
て
華
厳
'
樗
蕨
経
等
に
通
じ
て
､
其

の
深
遠
の
義
理
を
俗
耳
に
入
少
や
す
か
ら
し
め
る
た
め
歌
詠
を

作
-
'
法
事
集
と
名
づ
け
'
或
は
諸
鐙
の
要
旨
を
箕
輪
し
て
悌

f
国
語
数
千
言
を
作
っ
た
と
S
う
が
如
き
鷹
信
の
居
士
も
居
た
が

令

(奮
五
代
史
巻
二
言

)､

特
に
義
挙
の
銃
と
し
て
優
れ
た
も
の

は
稀
で
あ
-
'
然
も
其
の
著
述
の
多
-
挨
今
日
に
偉
は
ら
な
S
o

天
台
宗
碑
宗
等
が
倭
に
江
南
の
地
に
飴
境
を
保
っ
た
外
は
'
漸

Y
山
西
五
義
山
に
文
殊
信
仰
に
よ
る
巡
穫
求
決
着
の
蛸
集
が
特

筆
さ
れ
る
の
み
で
滴
っ
て
'
五
義
山
賞
容
院
超
化
大
師
光
嗣

T

ト
九
三
六
)'

采
州
光
轟
院
智
江

(八
八
五
1
九
芙

)

I

五
台
山
異
容
院
光
峡

(八
九
五
1
九
六
〇
)･等
が
道
化
高
く
J

糾

殊
に
各
月
八
日
毎
に
空

墓

都
の
僚
衆
に
浴
を
供
し
,嘉

成
三

t

年
よ
か
乾
緒
年
中
ま
で
賢
に
百
三
十
六
常
数
鏡
を
費
し
て
利
行

済
物
を
己
Ⅵ
務
と
し
た
と
倖
え
ら
れ
る
東
京
普
浮
院
揮
発

(八

九
六

-
九
七

一
)
,(以
上
宋
健
筆

完

)'
華
厳
経
の
講
義
に
長
じ

且
つ
殖
財
の
術
に
た
け
て
を
-
'
殊
に
豪
族
の
出
身
を
以
て
北

漢
の
劉
崇
よ
-
大
に
信
頼
を
博
し
て
五
裏
山
管
内
総

統

と

な

Li
1,
大
漢
国
都
借
統
槍
校
太
師
条
中
書
令
を
授
け
ら
れ
た
贋
演

匡
聖
大
師
機
讐

九

〇
一
･･1
九
七
三
)
の
如
き

(駄
酒
掠
偉
容
下
)'

其
の
佃
数
多
く
の
併
教
徒
が
五
義
山
に
修
行
し
止
任
し
華
厳
経
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が
中
心
の
経
典
と
し
て
行
ほ
れ
た
が
へ
こ
れ
は
既
に
畢
解
の
道

場
に
非
ず
つ

1
種
紳
秘
的
な
登
場
と
し
て
諸
人
の
尊
信
を
集
め

得
た
の
で
あ
り
'
正
常
信
仰
の
域
を
逸
脱
し
て
,S
る
か
の
如
-

､
に
観
察
さ
れ
る
鳩
の
が
多
か
っ
た
｡

他

か
-
し
て
形
式
的
､
神
秘
的
'
従
っ
て
諸
種
の
遼
身
'
感
通
へ

輿
栢
其
の
他
の
こ
れ
に
類
す
る
悌
敦
的
行
事
が
北
地
に
嘩
さ
れ

た
沸
教
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
-
､
然
も
か
1

る
悌
敦
こ
そ
が

庶
民
敢
骨
に
浸
透
し
て
異
質
の
悌
敦
の
姿
と
誤
り
解
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
二
三
の
賢
例
と
し

て
唐
未
五
代
の
間
に
特
に
著
し
い
現
象
は
燃
身
r
燃
指
其
の
他

の
苦
行
的
俳
教
'
肉
身
崇
拝
其
の
他
の
迷
信
的
悌
敦
の
流
行
で

ヽ

あ
る
｡

＼

･
自
己
の
身
鯉
の
全
部
叉
は

一
部
を
捨
て
1
諸
俳
に
供
養
し
或

は

一
切
衆
生
に
施
輿
す
る
こ
と
は
､
既
に
法
華
経
帝
王
菩
薩
本

事
晶
に
見
え
て
S
る
こ
と
で
ぁ
っ
て
､
こ
れ
灯
基
S
た
所
謂
焼

●

身
､
然
指
の
供
養
は
N
.の
例
を
采
高
僧
侍
に
求
む
れ
ば
誠
に
枚

挙
に
追
な
き
有
棟
で
あ
る
｡

＼

後
晋
江
州
慮
山
香
積
庵
景
敵
は
晋
の
天
福
中

(九
三
六

卜
九

四
三
)
華
厳
経
法
華
経
を
説
諭
す
る
に

一
字

1
鰻
'
槍
か
つ
二
･

回
之
を
通
譲
す
れ
ば

一
指
を
焼
S
て
燈
と
な
し
て
供
養
L
J
(栄

偉
容
ニ
≡
'
同
じ
-
太
原
永
和
三
畢
院
息
塵
が
屡
々
然
指
供
養

を
し
て
速
に
八
指
を
失
う
把
至
-

1(宋
樽
谷
二
三
､)'
或
は
後
周

●

晋
州
惑
雲
寺
長
詩
椎
摩
置
座
主
普
静

(八
八
七
～
九
五
五
)
紘

椎
摩
軽
を
諦
ず
る
こ
+
)四
十
三
過
つ
受
業
の
畢
徒
三
十
余
人
に

及
ん
だ
が
'
五
裏
山
に
巡
穂
し
て
後
は
追
行
野
鳥
く
つ
速
に
鮪

徳
二
年
四
月
八
日
遭
城
願
贋
勝
寺
の
併
合
利
塔
前
に
薪
を
重
ね
,

壱

柴
庵
を
設
け
'

｢
千
身
を
焼
い
て
泳
-
凡
流
を
棄
て
常
に
悌

果
を
栗
わ
ん
と
す
｡
今
此
の
身
を
焚
-
は
以
て
静
願
に
酬
ゆ
る

な
-
｡
叉
此
の
.身
を
捨
し
己
つ
て
著
し
地
獄
の
中
に
生
ず
れ
ば

願
-
ば

1
朝
地
獄
の
苦
に
代
ら
ん
｡
若
し
餓
鬼
界
に
生
ず
れ
ば

願
く
ぼ

一
切
餓
鬼
の
飢
に
牲
ら
ん
｡
若
し
傍
生
の
中
に
生
ず
れ

ば
願
-
ぼ
.一
切
傍
生
の
業
に
代
ら
ん
｡
著
し
人
中
に
生
ず
れ
ば

願
-
ば
僚
と
な
-
本
経
を
講
じ
て
亦
法
義
を
書
-
せ
ん
｣
｡
晋

馨
っ
て
自
ら
火
を
放
っ
て
衆
人
環
組
の
中
に
焼
身
し
た
と
俺

へ

ろ

(山
右
右
列
叢
編
巻
十
T.

こ
の
や
う
な
焼
身
供
養
が
､
｢
身
髄

髪
膚
之
を
親
に
受
-
｡
敢
て
穀
傷
ざ
る
は
孝
の
始
な
り
｣
と
す

る
儒
教
の
根
本
道
徳
に
背
-
の
は
自
明
の
理
で
あ
っ
て
｢
舞
に

頭
髪
を
去
る
こ
と
白
燈
が
非
難
せ
ら
れ
て
S
る
の
把
､｡
ま
し
て

25
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指
を
焼
き
'
身
を
轟
獣
に
輿
え
達
に
は
全
身
を
火
中
に
投
も
て

･
諸
俳
衆
生
に
供
養
す
る
に
至
っ
て
は
中
国
に
於
て
は
到
底
許
さ

る
'べ
き
で
な
S
｡
普
静
が
焚
身
し
た
後

l
月
を
乱
で
す
華
宗
の

俳
敦
統
制
の
詔
が
蟹
せ
ら
れ
て
を
り
'
そ
の
第
十
二
攻
に
､
焼

身
然
指
等
の
こ
と
を
固
G
禁
じ
て
い
る
の
按
宗
周
を
つ
ぐ
も
の

と
し
て
極
め
て
常
然
な
措
置
で
あ
る
｡
然
も
五
代
采
初
の
間
に

此
の
事
が
傍
敦
者
の
行
事
と
し
て
望
向
-
評
億
さ
れ
､
采
の
太

宗
も
太
平
興
国
五
年

(九
七
五
)
二
月
首
都
開
賓
寺
に
て
悌
舎

利
を
配
っ
た
時
'
頭
や
指
を
焼
き
'
或
は
香
蛙
を
燃
じ
夜
着
に

賞
賜
す
る
所
が
あ
か
'
大
権
菩
薩
'
大
福
天
王
に
非
ず
ん
ば
か

-
の
如
く
百
姓
を
激
動
し
て
白
身
を
摘
て
さ
る
こ
と
が
で
き
ii

う
か
JJ
記
さ
れ
て
S
る
の
は
'
以
て
宮
代
沸
教
の
一
面
を
知
る

足

る
も
の
が
あ
る
｡

(

莞

讐

11)

ダ

政
の
焼
身
と
は
封
速
的
な
立
場
に
あ
ろ
も
の
と
し
.て
の
肉
身

信
仰
も
興
味
あ
る
事
賢
で
あ
っ
て
､
恐
ら
-
は
現
人
と
し
て
の

樺
尊
に
封
す
る
敬
慕
の
念
に
始
っ
て
'
死
後
の
再
生
復
活
を
望

む
生
身
思
想
か
ら
韓
化
し
た
と
息
は
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
普
通

僧
侶
の
遺
骸
は
外
国
法
に
よ
-
火
葬
に
附
す
る
の
が
通
例
で
あ

る
に
反
し
'
之
は
遺
骸
を
漆
布
等
に
よ
っ
て
生
身
の
ま
1'
保
存

.
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
.

後
唐
桑
州
贋
栢
寺
無
速
は
悌
頂
犠
盛
光
降
諸
星
宿
書
経
道
場

漁
を
習
熟
し
て
感
鷹
多
-
人
心
を
得
た
が
'
同
光
三
年

(九
二

五
)
死
す
る
や
､
筋
骨
生
け
る
が
如
-
風
面
在
る
が
如

し

と

て
'
中
書
令
韓
珠
が
工
に
命
じ
て
布
漆
し
た

へ宋
俸
撃
二
十
)
0

消
泡
大
安
寺
道
閲
の
如
き
は
平
素
飼
育
し
た
小
犬
と
共
に
肉
身

と
し
て
配
ら
れ
､
洛
陽
の
市
人
の
崇
倍
を
得
て
香
華
そ
の
寵
に

満
ち
た
と
S
う

(宋
俸
撃

三
宗
合
停
)｡

更
に
倒
立
往
生
し
た

伶
と
か
'
鍵
林
に
坐
し
て
息
絶

へ
た
と
か
へ
遺
骸
散
ぜ
ず
押
定

に
入
る
が
如
し
と
か
'
疾
無
-
し
て
坐
赦
す
と
か
､
所
謂
坐
化

の
類
が
徳
行
高
き
沸
僧
の
象
徴
な
る
か
の
如
く
に
倍
ぜ
ら
れ
'

叉
臨
推
普
照
王
寺
懐
徳
は
'
身
収
油
阪
を
浸
ま
せ
た
紙
服
を
ま

と
5
'
自
ら
は
手
に
爾
燭
を
持
ち
'
と
れ
亦
愚
昧
の
衆
人
堵
列

ー
す
る
中
に
自
焚
し
た
と
言
う

(宋
偉
容
二
三
)｡
か
1

る
紳
秘
的

l
l

儀
鰻
的
非
合
理
的
修
行
を
な
し
た
僧
侶
が
.
そ
の
事
蹟
を
後
に

壊
し
､
多
-
僚
俺
の
中
に
記
録
さ
れ
る
と
S
う
が
如
き
程
度
の

低
俗
性
が
五
代
悌
教
の
特
性
と
見
ら
れ
'
上
述

の
通
鑑
や
清
異

像
の
記
載
に
あ
る
悌
教
語
の
普
遍
化
と
共
に
中
国
人
社
食
に
受

け
容
れ
ら
れ
る
民
俗
沸
教
の
形
に
つ
S
て
'
多
-
の
問
題
を
捉

26
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示
す
が
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
と
共
に
中
庸
以
後
敬
遠
し
た
囲
忌
行
香
燃
燈
等
の
隣
家

的
な
宗
教
行
事
の
固
定
化
も
'
五
代
の
各
朝
を
通
じ
て
異
-
の

な
か
っ
た
こ
と
は
五
代
合
要
､
五
代
史
､
冊
府
元
亀
等
に
明
か

な
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

拾
五
代
の
各
朝
が
悌
教
に
勤
し
頻
繁
に
取
締
の
勅
を
出
し
た

こ
と
は
左
に
ま
つ
て
も
明
か
で
あ
-
つ
ね
ゞ
各
朝
の
施
政
の
期

間
短
き
た
め
'
何
れ
も
其
の
効
果
を
見
ろ
に
至
ら
ず
し
て
止
ん

だ
も
の
と
思
ほ
れ
る
の
で
あ
っ
て
､
後
周
世
宗
に
至
う
て
刑
銃

の
編
纂
等
と
前
後
し
て
各
朝
の
施
策
を
参
照
し
て
統

一
あ
る
沸

教
政
策
が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

一
､
梁
末
帝
龍
徳
元
年

(九
二
一
)
三
月
丁
亥
朔

(膏
五
代
史

巻
十
)

岡
部
員
外
郎
李
根
上
表
し
二

天
下
僚
尾
の
私
慶
を
禁
じ

か
つ
濫
-
に
大
師
統
紫
衣
の
下
賜
を
求
め
る
エ
と
を
許
さ

な
い
｡
二
､
出
家
受
戒
せ
ん
と
す
る
も
吟
は
必
ず
官
閑
に

赴
S
て
試
験
を
受
け
ね
ぼ
臥
ら
救
い
.
三
'
還
俗
を
欲
す

る
者
は
各
自
そ
の
意
に
随
っ
て
な
し
之
を
妨
げ
な
S
の
各

項
に
つ
S
て
賢
施
さ
れ
ん
こ
と
を
奏
し
.
詔
し
て
丁
､
爾

京

(開
封
'
洛
陽
)
左
右
街
の
紫
衣
師
既
を
賜
っ
た
像
侶

は
､
功
徳
俵
に
よ
っ
て
名
簿
を
塾

へ
て
お
き
'
快
員
生
ず

る
に
従
っ
て
追
行
至
-
法
臓
高
を
僧
侶
を
擢
ん
で
補
う
｡

三

毎
年
天
子
の
聖
節
目
に
左
右
街
各
七
人
を
官
頓
に
於

て
度
す
る
こ
と
.を
許
す
｡
諸
道
に
於
て
借
を
度
せ
ん
と
す

る
時
も
京
の
官
壇
に
放
て
度
し
嗣
部
よ
-
度
牒
を

給

す

る
｡
三
'
南
街
に
僚
録
の
み
を
置
き
道
銀
僚
正
の
職
は
贋

止
す
る
の
諸
項
が
賢
施
さ
れ
た
?

二
'
後
衛
荘
宗

同
光
こ
年

(九
二
四
)

(瀞
望

ハ帖
肇

二
)

天
下
の
名
額
な
き
小
院
倉
を
併
合
せ
し
む
｡

三
､
後
唐
明
宗

天
成
元
年

(九
二
六
)
十
月
十

一
日

(五
代

骨
要
審
十
二
)

近
頃
天
子
の
堂
節
に
恨
託
し
て
師
統
紫
衣

を
下
賜
さ
れ
た
S
と
の
表
薦
大
に
濫
る
を
誠
む
?

四
,
同
天
成
元
年
王

聖

(五
代
芸

撃
T
ニ
,
喜
五
代

史
三
七
)

今
後
寺
院
の
新
建
を
許
さ
ず
'
胡
家
を
願
う

者
は
官
壇
に
於
て
受
戒
し
私
産
を
許
さ
ず
｡

五
'
同
天
成
三
重

(九
二
八
)
六
月
七
日

(五
代
食
事
巻
十
二
)

天
下
の
大
寺
､
名
額
有
る
寺
院
の
功
徳
'
堂
字
'
楼
閣
の

中
欧
に
成
れ
る
も
の
を
除
き
､
適
宜
公
私
に
牧
買
せ
し
め
'

一一27
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住
持
の
倍
は
功
徳
使
及
び
所
在
の
長
束
に
か
り
大
寺
に
配

せ
し
む
｡
僻
遠
の
地
の
堂
字
に
し
て
買
う
に
た
へ
な
S
も

の
は
之
を
殴
ち
そ
の
材
木
は
住
僧
に
給
す
｡
叉
宮
中
に
於

て
粛
禽
行
香
の
時
僚
尼
互
に
好
を
な
す
も
の
あ
り
'
僧
は

尼
寺
に
於
て
開
講
す
る
こ
と
を
得
ず
'
尼
は
功
徳
事
を
以

て
僧
を
招
S
て
開
講
す
る
こ
と
を
得
ず
O
出
家
を
志
願
す

る
者
は
嘗
例
に
準
じ
官
に
於
て
試
験
の
後
劇
髪
を
許
す
｣

官
壇
以
外
に
て
受
戒
す
る
を
許
さ
ず
｡

最
近
俳
敦
の
美
名

に
托
し
て
人
情
を
あ
ざ
む
き
'
身
鰻
を
き
づ
つ
け
乃
至
膏

薬
の
行
商
を
な
し
て
併
行
に
背
-
も
の
あ
-
､
叉
邪
宗
門

を
某
ひ
妄
-
に
聖
教
と
稀
し
て
人
を
集
め
僧
侶
男
女
混
居

し
､
群
集
し
て
夜
衆
-
潮
に
な
れ
ば
散
じ
'
法
食
の
宜
俺

に
仮
託
し
て
淫
風
を
ほ
し
S
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
多
S
.

賢
に
弊
恵
で
あ
る
O
か
1
る
類
の
も
の
は
鍵
裳
と
卦
に
拘

-

束
し
て
を
罰
に
魔
す
る
｡

六
､
同
慶
帝
清
春
二
年

(九
三
五
)
三
月

(五
代
骨
葵
巻
十
ニ
'

奮
五
代
史
四
七
)

毎
年
天
子
誕
節
に
諸
道
州
府
よ
-
僚

尾
に
紫
衣
師
紀
を
賜
る
に
つ
い
て
表
薦
し
来
る
が
､
今
よ

∵
り
は
詩
論
､
詩
経
､
表

白
'
文
章
廠
制
'
持
念
へ
押
'
馨

○

葦
等
の
諸
科
に
分
け
･て
試
験
し
能
否
滋
廃
せ
し
.め
る
｡

七
.
後
晋
高
粗
末
踊
二
年

(九
三
七
)
十
二
月
二
日

(五
代
骨

要
巻
十
二
)

官
壇
を
置
か
ず
.
剃
虞
は
空
節
目
州
府
に

於
て
試
撃
の
上
行
う
｡

八
'
同
天
福
四
年

(九
三
九
)
十
二
月
丙
辰

(五
代
食
費
容
十
こ
､

奮
五
代
史
七
八
)

今
後
諸
道
州
府
城
郭
村
坊
に
僚
尾
の
院

l
)も､

合
を
創
建
す
る
こ
宮

を
許
さ
な
5
｡
.

＼

九
.
同
出
帝
開
運
二
年

(九
四
五
)
七
月

(五
代
骨
葉
巻
十
二
､-

奮
五
代
史
へ
四
)

左
諌
議
大
夫
李
元
亀
'
寺
院
の
房
屋
を

元
任
の
修
身
-
入
質
し
て
金
を
借
か
て
い
る
と
潤
く
か
ら

之
を
止
施
し
夜
い
と
上
奏
し
之
に
従
う
.

右
の
如
-
二
十
数
年
の
間
綻
九
度
以
上
も
諸
種
の
禁
令
が
出

さ
れ
て
い
る
.
特
に
私
度
を
禁
じ
'
師
耽
紫
衣
の
下
賜
を
濫

-

に
嘘叶
う
を
誠
め
へ
寺
院
の
新
建
を
許

_
さ
す
'
堆
っ
て
僧
侶
の
数

を
可
能
な
範
囲
内
に
減
少
せ
し
め
る
こ
と
は
屡
朝
の
方
針
で
あ

-
､
殊
に
後
衛
天
成
三
年
の
禁
令
の
如
き
は
､
民
奉
の
中
に
授

/
落
し
て
㊥
-
悌
数
々
圏
の
堕
落
を
不
し
て
い
る
｡
慧

早
が

｢
周

邸
の
地
に
邑
敢
多
-
庚
申
各
を
守
る
O
初
て
集
る
に
鋳
政
を
鳴

ら
し
唱
悌
歌
許
し
衆
人
念
併
行
遺
し
或
は
練
竹
を
動
し
て

1
タ

- 28-



221

障
ら
ず
｡
以
て
三
彰
の
上
帝
に
奏
す
る
こ
と
を
避
け
て
罪
を
注

し
算
を
奪
は
る
る
こ
と
を
免
れ
ん
と
す
る
な
-
L
(恰
史
略
谷
中
)

と
記
す
も
の
は
此
の
類
で
あ
ろ
う
｡

≡

晩
に
後
周
太
祖
鷹
順
三
年

(九
五
三
)
正
月
己
酉
に
､
首
都

開
封
城
内
に
て
名
額
無
き
寺
院
五
十
八
所
を
詔
し
て
優
し
た
こ

と
が
あ
る

(奮
五
代
史
竺

三
)
｡

前
代
以
来
の
封
悌
数
億

の
踏
襲
を
こ

1
に

見
る
の
で
あ
る
が
'
然
も
必
L
も
悌
教
に
反

感
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
次
の
事
例
等
か
ら
推
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

圃
忌
行
香
の
こ
と
は
も
は
や
通
例
と
な
つ
て
を
カ
､
賛
寧
も

晋
漠
周
の
帝
の
生
日
に
百
倍
索
を
設
け
た
こ
と
を
記
し

(像
史

略
谷
下
)へ
鹿

順
元
年
(九
五

二
五
月
太
組
は
租
考
に
追
奪
す
る

と
共
に
'
其
の
忌
辰
に
雷
つ
て
は
帝
は
政
事
を
硯
ず
､
宰
臣
百

官
は
俳
寺
に
赴
い
て
行
香
す
る
こ
と
規
定
し
(瀞
摩
冗
曲
巻
五
二
)

腐
順
二
年
七
月
に
は
内
外
文
武
の
臣
僚
粧
勅
し
て
'
永
寿
節
毎

に
寺
鶴
に
道
場
を
起
し
て
設
斎
す
る
は
膏
に
準
じ
'
且
つ
其
の

数
を
制
限
す
る
i)
と
を
詔
し
て
S
る
.
同
三
年
七
月
に
は
開
封

市
民
等
の
請
に
よ
JSa
,氷
寿
節
に
各
城
門
に
於
て
健
に
寮
し
燃
燈

.i

三
日
す
る
こ
と
を
許
し
て
S
る
り

(
五
代
骨
賓
雀
五
㌧
遜
三

)

世
宗
自
身
即
位
の
初
め
に
太
祖
貴
妃
張
氏
の
k
,め
に
皇
建
縄
院

を
設
け
て
い
る
｡

(五
代
骨
賓
客
五
節
日
､
奮
五
代
史
巻
二

四
._

I

巻
二
二
)

･

〆

顕
徳
元
年
太
祖
郭
威
が

(九
〇
四
-
九
五
四
)
五
十
二
線
を

以
て
規
す
る
と
共
に
せ
完
柴
発

(九
二

7卜
九
五
.九
)
が
入
っ

て
帝
位
に
つ
き
t
.自
ら
姫
東
の
後
な
り
と
し
て
宗
周
を
稚
い
だ

太
租
の
治
績
を
東
に
軍
団
な
も
町
と
L
t
短
い
治
世

(九
五
四

-
九
五
九
)

の
間
に
軍
制
'
税
制
'
刑
制
'
楽
制
其
の
他
の
各

般
些
且
っ
て
夫
々
大
に
牽
制
を
萱
草
し
た
こ
と
は
著
名
の
革
質

で
あ
る
｡
五
代
に
於
て
は
後
唐
の
明
宗

(八
七
六
-
九
三
三
)

と
並
び
稗
せ
ら
れ
る
名
君
で
あ
-
､
五
代
十
図
の
紛
率
に
終
止

符
を
輿

へ
存
某
の
太
租
遭
匡
胤
の
施
政
の
基
礎
を
な
し
た
も
の

欝
に
此
の
後
周
の
太
組
へ
世
宗
の
政
策
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
歓
陳

情
が
'
せ
賃
を
許
し
て
'
其
の
制
僻
の
法
は
皆
後
世
に
施
す
ペ

-
'
そ
の
人
な
り
や
明
達
英
果
議
論
偉
然
た
-
｣
と
す
る
の
も

欝
に
所
以
濁
る
こ
と
で
あ
る
｡

(新
五
代
史
聖

二
下
)

∴
太
租
の
治
世
中
に
せ
宗
柴
発
は
費
州
刺
史
'
天
雄
軍
牙
都
静

29-A
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揮
使
'
檀
州
刺
史
､
銭
寧
軍
節
度
使
槍
校
大
幡
同
中
書
門
下
平

茸
事
を
経
て
､
席
順
三
年

(九
五
三
)
三
月
に
桧
開
封
野
乗
功

徳
優
を
以
て
晋
王
に
封
ぜ
ら
れ
､
つ
S
で
聖
顔
徳
元
正
月
庚
尿

に
は
開
府
儀
同
三
司
槍
校
大
尉
粂
侍
中
を
加

へ
ら
れ
'
仇
ほ
開

封
声
及
び
功
徳
優
を
兼
ね
内
外
兵
馬
の
事
を
判
ぜ

し
め
ら
れ

●

た

(奮
五
代
史
金

二

四
)｡

功
徳
位
は
僧
道
を
管
属
し
出
家
慶

牒
読
経
等
を
掌
る
も
の
で
あ
-
'
も
と
官
官
が
之
に
嘗
り
後
'

唐
末
に
及
ん
で
宰
執
が
と
の
職
に
充
て
ら
れ
て
を
少
'

(伶
史

略
巻
中
･)

世
宗
が
後
に
沸
教
統
制
を
賢
施
し
て
S
る
の
に
照
し

て
興
味
深
5
番
賢
で
あ
る
｡
華
宗
の
登
極
と
共
に
太
組
朝
よ
-
.

引
績
き
宰
相
の
位
に
あ
っ
て
拾
政
を
輔
け
た
も
の
は
王
将
､
王

朴
､
羅
質
､
李
襲
.
王
唆
'
蘇
商
珪
'
襲
貞
固
等
で
'
構
造
は

此
の
時
晩
に
老
ひ
'
か
つ
世
宗
と
遠
征
に
つ
S
て
意
見

一
致
せ

ず
重
-
は
用
S
ら
れ
な
か
っ
た
.

五
代
史
記
巷
十

一
下
'
周
本
記
に
南
宮
崎

1
の
周
太
組
諭
を

引
く
中
に
'
世
宗
を
評
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
｡即
ち
｢
世
宗
は
柴

氏
の
子
を
以
て
入
っ
て
大
統
を
穏
ぐ
｡即
位
の
始
'憤
然
と
し
て

＼

天
下
を
卒
げ
ん
と
欲
す
｡
け
だ
し
乱
甚
し
-
し
て
治
を
望
む
こ

と
切
へ
虞
に
中
原
咋
主
女
ら
ん
こ
と
を
念
う
な
少
O
嘗
め
に
焚

何
を
諌
し
て
軍
法
を
正
し
く
L
へ
五
十
年
の
弊
政
を
革
め
'
速

に
能
く
錫
を
奨
じ
て
猫
と
な
し
'
頻
に
よ
っ
て
功
を
な
し
'
勝

に
乗
じ
て
北
ぐ
る
を
逐
ひ
太
原
に
至
っ
て
蹄
り
'
兵
を

簡
び
衆

を
垂

へ
鎗
意
進
取
す
｡
是
に
南
は
江
を
割
き
'
西
は
葉
風
に
克

ち
､
北
は
三
関
を
取
旦

威
武
の
馨
夷
夏
町
案
聾
す
O
磯
に
感

じ
て
策
を
硬
し
人
の
意
表
に
出
づ
｡
其
の
南
唐
を
討
つ
や
計
を

李
穀
に
間
ひ
､
復
た
推
南
に
勝
つ
や
穀
の
疏
を
盛
る
に
錦
嚢
を

以
て
し
て
之
を
鷹
右
に
凍
る
｡
英
武
の
材
雄
性
と
謂
つ
''(
し
.

●

叉
勤
め
て
冶
牡
馬
し
好
を
聴
き
伏
を
摘
し
'
聴
明
細
の
如
し
.

有
司
の
薄
韓
日
を
過
れ
ば
忘
れ
ず
'
且
つ
王
威
訊
資
億
の
徒
と

と
も
に
通
緒
を
修
め
刑
続
を
正
し
-
す
｡
制
度
の
文
馬
に
皆
之

を
後
世
に
施
す
べ
し
｡
而
し
て
叉
信
令
を
以
て
群
臣
を
御
し
'

正
義
を
以
て
憐
園
を
資
む

.
1王
環
は
降
愛
せ
ざ
る
を
以
て
質

し
'
劉
仁
蛙
は
堅
守
を
以
て
褒
を
蒙
-
'
張
美
は
私
恩
を
以
て

疎
ん
ぜ
ら
れ
､
蕨
按
は
壷
息
を
以
て
存
す
る
を
獲
た
少
｡
苛
の

鼻
は
反
覆
を
以
て
課
に
就
き
'
唱
道
は
失
節
を
似
て
棄

て
ら

も
｡
此
れ
其
の
好
悪
固
よ
り
凡
な
ら
す
o
況
や
此
の
時
に
常
っ

て
王
朴
寒
に
之
を
佐
-
｡
英
の
君
匡
相
得
る
こ
と
近
世
以
来
未

だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
.
是
を
以
て
即
位
の
明
年
天
下
の
俳
寺

∵08㌣



223

を
僚
す
る
こ
と
三
千
三
百
八
十
六
.
悌
像
を
以
て
鏡
鎖
す
｣
-

■

(
下
略
)
と
述
べ
て
い
る
の
は
よ
く
此
の
間
の
事
情
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
｡

誠
に
世
宗
が
額
徳
二
年
大
に
俳
寺
を
厳
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
其
の
詔
勅
に
よ
っ
て
異
意
が
郵
連
打
あ
っ
た
か
が
察
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡

世
宗
の
沸
教
政
策
に
関
し
て
は
五
代
倉
要
雀
十
二
､
嘗
五
代

史
巻

一
百
十
五
に
詔
を
錬
し
て
を
-
'
殊
に
五
代
倉
要
は
､
早

-
太
組
に
仕

へ
､世
宗
の
時
参
知
枢
密
院
事
た
-
､
後
に
世
宗
賢

錬
三
十
巻
を
撰
L
t
更
に
唐
代
史
研
究
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る

唐
倉
要

1
首
巻
を
撰
述
し
た
王
将

(九
≡

t-

九
八
二
)
が
采

太
租
建
隆
二
年

(九
六

1
)
に
編
著
し
か
も
の
で
あ
り
､
膏
五

.I
代
史
は
世
宗
に
仕

へ
て
刑
部
侍
郎
判
吏
部
経
た
-

し
群
居

正

(九

一
二
-

九
八

一
)
が
開
賓
七
年
(九
七
四
)編
纂
を
了
し
挺

.I

も
の
で
あ
り
此
の
こ
書
共
に
最
も
貴
重
に
し
て
確
賢
な
る
五
代

史
料
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
｡
今
主
と
し
て
五
代
禽
要
､奮
五
代

史
に
つ
き
世
宗
の
沸
教
政
策
を
述
ぶ
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡
.

頼
穂
二
年

(九
五
五
)
五
月
甲
成

(
六
日
)
'

近
来
俳
数
々

圏
が
社
食
の
秩
序
を
薫
る
こ
と
困
る
多
も

諸
州
よ
-
僚
徒
の

犯
罪
に
つ
S
て
奏
聞
し
蘇
れ
る
も
の
を
見
る
に
へ
.之
を
科
禁
せ

.

な
け
れ
ば
速
に
大
事
に
至
る
で
あ
ろ
う
｡
私
度
の
滑
稽
は
日
毎

に
混
雑
を
加

へ
､
寺
院
の
艶
建
修
繕
す
る
も
の
漸
-
繁
多
と
な

る
に
い
売
っ
た
｡
其
の
弊
た
る
や
持
た
甚
L
S
も
の
が
あ
る
.
･

法
網
を
逃
れ
或
は
軍
隊
よ
-
脱
走
し
た
徒
撃
が
か
砂
を
め
に
剃

頭
し
て
刑
を
逃
れ
.
或
は
好
盗
の
類
が
住
持
i
J蘭
托
し
て
寺
院

の
中
に
身
を
匪
う
こ
七
が
多
S
｡
か
-
し
て
そ
の
善
悪
を
桝
別

し
難
S
｡
仇
っ
て
啓
衆
の
法
華
を
拳
げ
'
此
の
惑
弊
を
改
め
し

め
た
い
.

T
f
諸
道
州
府
願
鋸
村
坊
灯
重
訂
ま
で
所
在
に
勅
額
を
有
す

る
寺
院
は
仇
ほ
そ
の
ま
1
存
在
せ
し
め
る
｡
勅
額
な
き
寺
院
は

す
べ
て
之
を
贋
す
る
｡
す
.べ
て
億
廃
さ
れ
る
寺
院
中
に
在
る
功

徳
'
俳
優
及
び
僚
尼
は

1
ケ
月
の
期
限
内
に
随
魔
の
存
留
寺
瞬

中
に
合
併
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
.
･
そ
れ
ら
の
堂
字
は
封
鎖
接
収
せ

ら
れ
､
す
べ
て
の
資
財
衣
鉢
剰
斗
家
畜
什
物
の
類
は
本
来
の
主

に
交
付
さ
れ
る
9

7
1

天
下
請
願
の
城
郭
内
に
勅
額
寺
院
が
無
5
時
は
停
磨
さ

る
べ
き
寺
院
の
申
､功
徳
､堂
字
の
最
も
多
大
な
る
も
の
を
選
ん

で
僚
局
の
た
め
に
各

一
所
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
尾
槍
の

-31
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居
ら
な
S
虞
f
J
は
勇
健
寺
院

一
魔
の
み
を
留
め
る
｡
其
の
他
'

軍
銭
坊
郭
に
し
て
二
百
.n
以
上
あ
る
場
合
は
諸
願
の
例
に
準
ず

る
こ
と
が
で
き
る
｡
通
達
の
州
郡
に
於
て
勅
額
無
き
寺
院
の
み

の
■場
合
'
停
慶
さ
る
べ
き
寺
院
中
に
僧
侶
の
居
る
魔
各
二
ヶ
所

を
嘩
し
て
を
-
｡

争

三
､
南
京
諸
道
州
府
は
現
に
嘩
r
Jれ
た
寺
院
を
除
-
の
外
は

城
郭
村
坊
山
林
静
跡
古
跡
の
地
の
何
れ
た
る
か
を
間
は
ず
'
共

に
寺
院
蘭
若
を
創
建
す
る
こ
と
は
で
き
な
S
.
著
し
僚
尼
在
俗

の
信
者
に
し
て
あ
へ
て
勅
命
に
遣
う
者
は
そ
の
張
本
人
及
び
そ

の
分
轄
者
は
徒
刑
三
年
に
虞
し
そ
の
ま
1
苦
役
に
服

せ

し

め

る
｡
か
つ
其
の
僚
尼
は
と
り
し
ま
っ
て
還
俗
さ
せ
る
｡
本
州
府

の
錬
事
参
写
本
判
官
本
願
の
令
任
は
共
に
除
名
し
配
流
す
｡
該

地
廟
銭
の
職
員
は
そ
の
賓
任
に
於
て
厳
に
鷹
罰
さ
れ
'
長
束
は

進
止
を
奏
請
す
る
｡

四
'
王
公
戚
里
諸
道
の
節
度
使
刺
史
以
上

の
者
は
今
後
寺
院

の
新
建
'
戒
壇
の
設
立
等
に
関
し
て
奏
請
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
.
著
し
造
反
す
れ
ば
御
免
墓
を
し
て
弾
奏
せ
し
め
る
｡

.
五
､
今
後
伶
尾
は
私
に
剃
頭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
若
し

出
家
を
志
願
す
る
者
有
れ
ば
何
れ
も
父
母
組
父
母
の
許
可
を
得

な
け
れ
･ば
な
ち
ぬ
｡
妹
に
孤
猫
の
者
は
同
居
の
伯
'
叔
'
兄
の
-

許
可
を
得
て
始
め
て
出
家
し
得
る
｡
其
の
師
主
た
る
者
は
本
人

の
家
長
の
蕗

可
歌
を
得
て
始
め
て
弟
子
と
し
て
受
け
い
れ
る
こ

と
が
で
き
る
.
男
子
は
十
五
才
以
上
耽
て
経
文

一
首
紙
を
請
諭

し
或
は
経
文
五
百
紙
を
讃
諭
し
得
る
者
へ
女
子
は
十
三
才
以
上

綻
て
経
文
七
十
紙
牽
詔
諭
し
或
は
経
文
三
百
紙
以
上
を
諌
諭
し

得
る
者
は
方
に
本
州
を
経
由
し
状
を
陳
べ
て
剃
頚
を
乞
う
の
で

ぁ
っ
て
､
線
審
凌
軍
本
判
官
が
経
文
の
試
験
を
す
る
の
に
委

ね
'
勅
保
に
合
し
た
者
の
み
が
聞
奏
さ
れ
る
｡
剃
髪
を
許
さ
れ

な
い
間
は
髪
馨
を
留
め
て
を
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
S
｡
私
に
剃

頚
す
る
者
は
強
い
て
還
俗
さ
せ
る
｡
其
の
本
師
主
は
徒
三
年
'

還
俗
せ
し
め
苦
役
三
年
｡
か
つ
其
の
本
寺
院
の
三
綱
知
事
の
職

に

_ぁ
る
僚
尾
は
杖
八
十
か
つ
何
れ
も
還
俗
せ
し
め
る
｡

六
.
今
後
僚
尼
は
私
に
受
戒
す
る
こ
と
披
で
き
な
S
.
夜
ゞ

南
京
大
名
府
京
兆
府
常
州
府
の
戒
壇
に
て
受
戒
の
時
を
ま
つ
.I(

軒
で
あ
る
0
両
京
に
茄

て
は
岡
部
に
委
任
し
､
官
吏
を
つ
か
は

し
'
前
に
規
定
し
夜
露
葉
を
試
み
さ
せ
る
｡
大
名
府
以
下
の
三

戒
壇
で
は
専
ら
本
朝
骨
錐
事
参
軍
に
委
ね
て
試
み
さ
せ
で
勅
保

に
合
格
し
た
者
は
間
奏
の
上
受
戒
が
で
き
る
｡
著
し
私
に
受
戒

一･82 ､･一
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し
た
者
が
有
れ
ば
'
其
の
本
人
以
下
本
師
主
､

臨
壇
三
綱
知
事

僚
尼
と
む
に
同
じ
-
私
利
頚
の
科
に
よ
っ
て
罪
せ
ら
れ
る
0
着

.
し
軽
業
の
試
験
の
結
果
そ
の
こ
と
に
た
く
み
で
な
い
者
で
特
に

剃
預
受
戒
を
許
す
者

(恩
度
の
意
か
)
に
は
本
試
の
膏

に
於
て

朝
典
を
行
は
ね
ぼ
な
う
ぬ
｡一

七
.
剃
頭
受
戒
の
傑
件
に
合
し
夜
着
は
随
魔
よ
-
天
清
節
の

1
ケ
月
以
前
に
姓
名
本
籍
寺
院
年
齢
及
び
所
智
の
軽
業
を
具
し

て
申
し
出
で
.
勅
し
て
弼
部
よ
-
度
牒
を
給
す
る
こ
と
を
許
さ

れ
て
始
め
て
剃
頭
受
戒
す
る
こ
と
が
で
㌢
る
｡
然
も
そ
れ
は

t

定
時
期
以
外
に
は
施
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
S
｡
今
よ
-
後
は

僧
厄
と
し
て
剃
頭
受
戒
し
た
5
着
は
岡
部
の
慶
牒
.が
な
け
れ
ば

す
べ
て
還
俗
せ
し
め
ら
れ
る
｡

八
'
男
女
に
し
て
父
母
組
父
母
有
る
者
で
'
別
に
兄
息
の
侍

蕃
す
る
者
の
無
い
場
合
に
は
出
家
す
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
S
o

芳
し
こ
れ
に
違
う
者
有
れ
ば
其
の
本
師
主
は
重
-
罪
す
る
｡

九
'
か
つ
て
犯
罪
あ
1Tt宮
司
の
刑
罰
に
遭
っ
た
者
'
租
父
母

父
母
を
棄
背
し
た
者
'
逃
亡
し
た
妖
婦
､
姦
人
'
間
諜
'
悪
逆

の
徒
賞
'
山
林
に
か
-
れ
て
未
だ
捕
ら
な
い
賊
徒
､
罪
を
負
う

て
潜
致
し
て
S
る
者
等
は
何
れ
も
出
家
剃
頚
す
る
こ
と
は
で
き

な
S
｡
著
し
も
特
に
そ
れ
等
を
か
-
ま
い
容
れ
る
や
ヶ
な
寺
院

が
有
れ
ば
､
其
の
本
人
以
下
師
葦

二
綱
知
事
滑
稽
'
隣
房
同
位

の
借
等
す
べ
て
逮
捕
し
取
静
.I(
る
.
研
席
の
地
方
巡
司
の
官
吏

に
し
て
之
を
党
察
し
得
な
か
っ
た
者
も
重
-
贋
廿
ら
.れ
る
｡

十
'
現
在
賂
亡
軍
人
に
し
て
寺
院
に
投
じ
出
家
す
る
者
が
多

く
'
所
在
の
衛
徒
も
官
を
畏
れ
ず
便
宜
を
輿

へ
て
剃
髪
せ
し
め

て
S
を
.
今
よ
-
以
後
も
と
軍
除
に
在
-
顔
面
に
そ
の
規
疾
有

る
者
を
何
魔
の
寺
院
に
も
せ
よ
敢
て
受
け
い
れ
夜
着
は
英
の
華

人
及
び
師
主
三
網
知
事
隣
房
同
位
の
健
等
ひ
と
し
-
蕨
に
逮
捕

し
取
調
べ
る
｡
′
地
方
官
に
し
て
覚
察
し
得
な
か
っ
た
者
は
重
潮

に
鬼
す
る
｡

†

l
r
僚
尾
の
'
私
に
院
合
を
建
優
し
叉
他
人
を
剃
頭
受
戒

せ
し
め
､
貫
に
賊
蕗
､
悪
澄
'
姦
紺
'
管
軍
の
人
を
容
直
し
で

剃
髪
せ
し
め
た
者
に
つ
き
へ
Jj
-
官
に
申
告
し
自
ら
捕
捉
し
た

僧
俗
に
､は
主
犯
倫
尾
の
衣
鉢
資
財
を
輿

へ
て
優
賞
に
充
て
る
｡

十
二
'
現
在
倍
尺
俗
士
に
し
て
､
捨
身
'
焼
轡
､
煉
指
'
釘

載
手
足
'
帝
鈴
'
性
燈
'
諸
般
投
壊
放
線
'
戯
弄
道
具
'
符
蒙
'

左
道
γ
幻
惑
の
滞

義

五
代
史
に
は
此
の
外
.
妾
稗
襲
現
r
週

報
､
轟
化
'
豊
永
'
堂
燈
の
名
を
掲
げ
流
俗
を
弦
惑
す
る
を
の

･-83-T
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と
し
て
い
る
｡)

を
な
す
者
は
今
後

一
切
止
施
せ
し
め
る
Q
も

し
か
･̂

る
種
類
の
人
有
れ
ば
所
在
の
官
に
於
て
巌
に
魔
断
し
通

達
に
配
流
し
､
強
S
て
通
俗
せ
し
め
る
｡
其
の
罪
の
重
5
着
は

格
律
に
準
じ
て
虞
分
し
'
居
住
の
寺
は
優
し
'
知
事
の
僚
局
'

/

地
方
廟
銭
の
職
員
に
し
て
公
然
之
を
縦
に
さ
せ
た
者
は
重
く
之

を
魔
断
す
る
O

舟

十
三
､
文
に
せ
よ
'
武
に
せ
よ
'
才
能
を
懐
き
器
量
を
有
し

な
が
ら
傍
門
に
身
を
寄
せ
て
S
る
者
で
'
其
の
志
を
展
べ
る
に

由
な
き
者
の
､
出
や
ゝ

仕
官
を
願
う
者
有
れ
ば
所
在
の
長
束
.に

申
し
出
で
官
閑
に
赴
く
こ
と
が
で
き
る
し
,
少
壮
醸
勇
の
人
に

し
て
軍
門
に
入
る
を
願
う
者
は
亦
願
S
出
て
必
ず
其
の
器
量
人

材
に
鷹
じ
て
登
用
さ
れ
る
｡
若
し
滑
稽
の
中
臓
俗
を
希
望
す
る

者
有
れ
貯

1
切
之
を
聴
許
し
､
さ
ま
た
げ
る
こ
と
は
で
き
な
S
･

十
四
'
毎
年
僚
帳
二
本
を
達
-
'
二

本
は
奏
聞
し

一
本
は
嗣

部
に
お
-
0

(毎
年
蓮
帳
の
制
は
甫
嶺
五
年
七
月
に
至
っ
て
唐

制
に
も
と
づ
き
二
重

一
連
に
改
め
ら
れ
た
}
毎
年
四
月
十
五
日

後
に
請
願
t
盲

管
内
寺
院
僧
尼
の
数
日
を
州
に
報
告
し
､
州
は

僧
帳
を
あ
つ
め
て
五
月
末
迄
に
京
に
提
出
す
る
｡
期
限
ま
で
に

提
出
せ
ず
'
報
告
に
粗
略
の
あ
る
僚
尼
寺
院
有
れ
ば
ハ
モ
の
粗

略
に
し
て
心
を
用
い
ざ
る
を
貴
め
'
判
官
錬
事
参
軍
州
願
の
官

員
等
は
そ
の
等
故
に
経
っ
て
魔
分
さ
れ
る
｡
今
後
借
用
の
籍
帳

内
に
膚
の
.#
5
着
接
す
.,(
て
還
俗
せ
し
め
る
･

死
考

還

俗

者
､
逃
亡
者
の
有
つ
夜
際
は
其
の
州
原
よ
り
直
に
報
告
し
'
明

.年
改
帳
め
時
に
籍
よ
-
創
る
.
巡
穫
行
脚
出
入
往
来
の
者
す
べ

ヽ

て
此
に
よ
る
｡

以
上
大
給
十
四
保
よ
り
な
る
悌
教
統
制
の
勅
に
よ
､つ
て
.<
新

穂
二
年
諸
州
の
報
告
に
よ
る
伶
帳
の
統
計
は
'
由

在
寺
院
二
千

六
百
九
十
四
､房

麿
の
寺
院
凡
三

万
三
十
六

(五
億

警

よ

)

る
'
奮
五
代
史
竺
ニ
〇
二
三
三
ハ新
五
代
史
竺
ニ
'
三
三
六
)
登
録
さ

舛

れ
た
伶
椙
の
合
計
六
万

1
千
二
盲
人
(男
倍
讐

,
四
囲
四
,
尼
一

f

凡
へ
七
五
六
)
で
あ
る
｡
唐
六
典
に
よ
れ
ば
天
下
寺
院
五
三
五
八

所
と
S
う
0
常
時
の
後
周
の
領
域
か
ち
し
て
果
し
て
三
方
畝
こ

〟

え
る
寺
院
が
虜
せ
ら
れ
た
か
は
疑
問
の
存
す
る
所
で
あ

る
｡
新

五
代
史
､
俳
組
統
紀
等
が
三
千
三
吉
三
十
六
と
す
る
は
そ
の
依

る
所
を
知
ら
な
S
が
'
存
留
所
贋
合
計
六
千
に
修
局
六
万
は
必

L
も
安
雷
な
数
字
で
は
な
い
と
は
い
え
な
い
.

以
上
の
諸
規
定
の
中
'
第
十
二
.e
捨
身
.
焼
轡
､
煉
指
以
下

の
所
謂
流
俗
計
弦
惑
す
る
も
.の
は
､
先
に
逸
べ
た
如
-
此
の
時
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代
に
著
し
小
間
海
で
あ
っ
て
'
慈
雲
寺
普
静
が
焚
身
の
際
は
州

牧
楊
延
噂
の
許
可
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
t
.
｢
傾
州
の
民
人
､

或
は
香
華
を
献
じ
或
は
旗
葦
せ
っ
ら
ね
'
或
は
泣
決
し
て
村
堆

ひ
'
或
は
焚
唄
し
っ
土

剛
導
し
て
康
勝
寺
舎
利
塔

前

に
至

つ

･
た
.
普
静
徐
に
柴
庵
の
中
に
入
り
日
ら
火
悟
を
分
つ
や
､
ー煙
は

惨
色
を
飛
ば
し
香
娃
愁
雲
を
た
な
び
か
す
｡
拳
衆
嘆
嵯
し
群
数

悲
泣
す
｣
と
賛
寧
は
記
録
し
て
い
る

(宋
倖
撃

1十
三
)
.

愚

昧

の
民
衆
が
将
に
焼
身
せ
ん
と
､す
る
僚
偶
の
最
後
を
見
る
た
め
に

雲
集
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

南
唐
に
仕
へ
た
韓
馳
州載
は
中
書
侍
郎
に
ま
で
至
っ
た
が
'
女

僕
盲
人
を
書

へ
た
こ
と
を
以
て
細
ら
れ
て
い
る
0
枚
の
家
に
は

常
に
留
者
や
焼
嫌
の
借
が
出
入
し
て
い
軒
が
女
僕
と
雅
威
し
て

境
域
を
極
め
へ
李
嘘
も
彼
が
大
臣
で
あ
る
た
め
'
腕
曲
に
其
の

非
を
画
固
し
て
之
を
諭
し
た
が
敢
て
悦
づ
る
と
こ
ろ
な
く
'
安

然
た
る
も
の
が
あ
つ
た
と
陶
岳
は
偉
え
て
S
る
｡
(五
代
史
補
番

五
)

こ
こ
に
言
う
焼
嫌
の
借
と
は
'
恐
ら
-
は
常
食
等
に

1
稗

を
焼
き
.

1
腎
に
小
銭
釣
を
さ
し
燈
明
皿
を
つ
-
さ
げ
'
こ
れ

に
火
を
鮎
じ
た
り
し
て
衆
人
の
歓
心
を
得
て
供
養
の
金
品
を
得

る
こ
と
を
以
て
常
と
し
た
伶
侶
の
謂
で
あ
ろ
LF
か
O

ー■

妄
種
麹
現
'
遺
魂
の
親
も
草
に
悌
敢
界
の
み
な
ら
ず

一
般
融

合
に
も
五
代
の
如
き
帝
王
交
速
の
は
げ
し
さ
か
ら
爽
る
各
種
の

雑
言
と

共
に
流
行
し
た
こ
と
は
'
た
ど
へ
ば
洛
中
紀
興
銀
に
'

虞
順
の
末
年
に
開
封
に
靴
音
が
行
ば
れ
た
'
某
人
選
現
し
て
異

聞
に
教
常
の
有
馨
の
童
子
を
見
た
が
間
も
な
-
費
燐
の
家
を
間

は
ず
す
べ
で
馨
を
剃
っ
た
と
も
言
う
'
識
者
墜
R
骨
新
君
の
兆

な
-
と
し
た
'
い
く
ぼ
く
も
な
く
せ
宗
即
位
し
た
｣
と
侍

へ
て

S
る
が
如
-
で
あ
る
Q
,

四

'

′

せ
宗
の
俳
教
政
策
が
如
何
に
賢
箱
さ
れ
た
か
は
五
代
禽
要
'

膏
五
代
史
等
共
に
研
磨
の
寺
院
数
を
奉
げ
る
の
み
で
あ
っ
て
'

知
-
難
い
｡
今
'
二
三
の
金
石
文
に
よ
っ
て
､
其
の
賢
情
を
う

か
が
え
ば
次
の
如
き
も
の
が
み
ら
れ
る
｡

大
周
滞
州
陽
城
解
龍
泉
縛
院
記
(■山
者
石
刻
黄
編
孝
一
Ot
八
重

室
金
石
補
正
巷
入
こ

-～ll贋
順
二
年

(九
五
二
)
三
月
二
十
二
日
文
林
部
前
守
津
州
司

法
参
等
徐
輪
の
撰
文
に
な
-
.
本
尊
が
唐
の
乾
寧
光
年

(
八
九

四
)
十
月
二
十
五
日
勅
額
を
賜
っ
た
所
以
敏
雄
べ
た
も
の
で
あ

,一 節
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っ
て
､
更
に
新
穂
三
年

(
九
五
六
)
九
月
七
日
詩
上
生
経
抄
門

師
純
寡
額
､
卿
買
進
士
王
献
可
撰
の
後
序
が
補
刻
さ
れ
て
い
る
..

大
周

(世
宗
)
皇
帝
の
二
年
へ
内
は
則
ち
首
挟
方
に
序
あ
-
I

椎
柴
を
興
し
文
徳
を
敷
-
所
以
を
記
し
'
悌
教
の
草
正
に
裁
て
'

無
名
の
焚
字
は
悉
-
去
る
'
故
に
九
州
四
海
の
中
酸
像
棲
紬
の

所
並
に
地
を
掃
っ
た
が
'
本
院
は
幸
に
勅
額
有
-
し
た
め
､
速

に
雷
同
を
弟
れ
雲
棒
を
安
ん
じ
た
こ
と
を
記
し
て
S
る
.

饗
陽
大
佐
山
寺
准
勅
不
停
麿
記

(
金
石
革
鰯
巷
二
二

)

園
徳
六
年

(九
五
九
)
七
月
節
度
掌
等
記
馬
去
非
撰
文
に
か

か
-
'

｢
今
の
皇
帝
慣
字
に
君
臨
し
'
子
を
琴
刀
に
硯
ぶ
｡

]･

夫
耕
さ
ざ
れ
ば
天
下
被
う
る
者
有
-
'

1
婦
織
ら
ざ
れ
ば
天
下

塞
き
者
有
る
を
慮
る
｡
向
に
乃
ち
天
命
を
頒
行
し
僧
居
を
保
貫

す
｡
勅
叡
有
る
者
は
存
L
t
勅
額
無
き
者
は
慶
す
｡
樺
氏
を
軽

も
つ

ん
ず
る
に
非
ず
｡
用
て
遊
民
を
誠
め
'
哲
拳
を
労
し
以
て
華
を

去
-
'
峯
王
を
保
大
に
之
か
し
む
｣
｡
(
下
略
)
と
あ
る
叉
以
て

世
宗
の
尿
意
を
知
る
に
足
る
も
の
が
あ
を
｡

永
興
軍
隊

(
金
石
翠
柄
巻

二
二

)

顕
徳
二
年
七
月
三
十
日
中
書
門
下
よ
-
永
興
軍
に
牒
L
tll
存

留
寺
院
停
磨
寺
院
を
格
別
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
碑
文
に
よ
れ

ば
へ
存
留
寺
院
を
除
S

て勅
願
な
き
寺
院
五
十
E
I所
あ
-
e

sp
.

の
中
四
十

一
所
は
停
麿
し
.
飴
の
十
三
所
は
勅
額
は
な
い
が
建

置
年
代
が
古
い
/た
め
存
留
す
る
や
否
や
に
つ
S
て
照
脅
し
､康
に

勤
し
'
措
拝
し
た
も
の
で
あ
ら
て
'
開
元
寺
等
の
十
寺
院
按
哲

に
よ
っ
て
存
し
'
酒
州
院
､
.文
殊
院
等
は
勅
の
如
-
停
麿
せ
し

め
て
S
る
｡
酒
州
院
は
お
そ
ら
-
は
観
音
菩
薩
の
化
身
と
し
て

の
酒
州
伶
伽
大
師
を
配
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
し
､
文
殊
院
も
亦

文
殊
菩
薩
を
把
づ
セ
小
院
と
想
像
さ
れ
'
従
っ
て
か
･̂

る
民
間

信
仰
的
な
堂
宇
蘭
若
の
類
が
相
常
数
麿
殴
さ
れ
た
こ
と
が
琢
想

さ
れ
驚

(天
台
山
開
巌
寺
は
愈
昌
中
に
麿
さ
れ
'
蘇
徳
六
年

長
轡
尊
者
全
寮
が
重
建
し
て
酒
州
縛
院
と
改
め
て
い
る
｡
叉
圃

仁
の
入
唐
求
法
巡
嘩
行
記
に
も
僧
伽
大
師
信
仰

(酒
州
大
師
と

も
稗
す
る
)
の
こ
と
を
記
し
で
い
る
｡
轍
煙
奉
に
滑
伽
和
伶
人

欲
浬
舞
訣
六
度
綬
な
る
偽
線
が
あ
る
｡)猪
牒
未
に
中
音
侍
郎
平

茸
事
景
範
.
.中
等
侍
郎
兼
砥
部
偽
書
平
茸
尊
王
縛
の
宅
が
記
さ

れ
て
S
る
｡
･

勅
留
啓
母
少
頻
廟
記

喉
氏
職
歴
輿
郷
塵
市
村

(
金
石
続
編

巻

〓
】)

顕
徳
五
軒
七
月
十
二
r71
-･嫡
男
進
士
許
伸
畢
撰
抄
門
比
丘
僧

.- 86
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憲
林
晋
に
か

1.る
｡
期
徳
二
年
の
陶
淡
に
草
に
勅
留
さ
れ
た
所

以
を
述
べ
て
い
る
.

鳳
朔
府
停
麿
寺
院
牒

(
金
石
革
碗
魯
二
三

)

建
隆
元
年
(九
六

〇
)二
月
十
二
日
中
筈
門
下
よ
-
鳳
朔
府
に

牒
し
､｢
顕
徳
三
年
五
月
七
日
の
天
下
伶
尾
の
寺
院
の
存
留
を
許

さ
れ
た
其
の
飴
の
寺
院
按
､
も
と
よ
-
停
贋
投
析
さ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
が
'
整
境
古
跡
の
地
に
在
る
山
寺
で
未
だ
と
わ
さ
れ

て
い
な
い
も
の
は
存
留
を
許
し
'
山
境
に
在
る
山
寺
の
下
院
も

此
の
例
に
よ
-
と
も
に
存
留
せ
し
め
'
他
些
刀
勅
の
如
-
盛
分

す
る
｣
と
し
て
い
る
｡
長
興
寓
寿
締
院
が
幸
に
麿
蟹
を
免
れ
た
の

で
此
の
牒
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
｡
右
僕
射
余
中
書
侍
郎
平

茸
事
魂
仁
浦
'
司
峯
乗
門
下
侍
郎
平
茸
尊
王
縛
､
司
徒
乗
侍
申
菰

質
が
名
を
連
ね
て
小
る
｡
采
が
天
下
を

一
統
し
た
後
に
執
っ
た

文
化
政
策
.e
T
で
､
永
興
軍
牒
と
共
に
興
味
有
る
資
料
で
あ
ノる
｡

無
額
寺
院
の
穀
慶
が
必
L
も
徹
底
的
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
此
の
株
か
ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
'
采
扮

建
閥
と
共
に
無

塵
寺
院
に
封
す
る
取
締
の
硬
和
が
推
察
さ
れ
る
63.で
あ
る
｡

拾
'犀
定
府
龍
興
寺
鋳
金
銅
像
菩
薩
井
蓋
大
悲
賓
観
序

(金
石

琴
輪
番
二
三

)
乾
重

罪
年
(九
六
三
)
五
月
八
日
記

(但
し
乾
徳
元

年
は
十
で
月
改
元
)'
大
栗
重
修
銭
州
龍
輿
尊
大
悲
像
並
閣
碑
銘

(金
石
革
編
巻
〓
嘉
)
瑞
秩
二
年
(九
八
五
)
正
月
十
五
日
建
の
二

稗
が
あ
P
.そ
の
文
に
采
太
租
が
､此
の
寺
を
訪
れ
た
と
し
て
'そ

の
言
に
'
顛
徳
中
世
宗
近
臣
の
議
を
納
れ
'｢
奄
有
す
る
封
略
は

千
里
に
過
ぎ
ず
.
調
す
る
所
の
租
膚
は
豊
な
ら
ず
｡｣
と
て
世
宗

が
天
下
の
銅
像
を
殴
っ
て
銭
を
鋳
て
大
悲
像
を
こ
ぼ
つ
軒
こ

と

を
陳
べ
て
い
る
が
､
文
中
錯
雑
し
て
倍
慈
し
が
夜
い
も
の
が
あ

る
こ
と
は
王
朝
の
指
摘
す
る
と
お
-
で
あ
っ
て
今
は
採
ら
な
い
.

♂

五

組
歴
代
通
載

(撃

孟

)
が
磨
燐
の
重
大
事
と
し
て
記
し
て
5
る

こ
と
ば
言
う
ま
で
も
な
い
｡
新
穂
二
年
秋
九
月
丙
賢
天
下
に
銅

禁
敵
軍
ち
｢､
朝
廷
の
法
物
軍
器
官
物
鏡
及
び
寺
鶴
内
の
鐘
電
鍵

棉
輪
火
鉢
鈴
鐸
以
外
の
銅
器
は

一
切
禁
断
し
.
南
京
諸
道
州
に

詔
し
て
銅
像
器
物
其
他
銅
を
用
い
て
蓬
つ
女
物
は
悉
-
五
十
日

以
内
に
官
に
迭
ら
し
め
t
か
つ
厳
重
な
る
罰
則
を
設
け
た
o

(

五

代
骨
要
撃

壱

)
殊
に
新
五
代
史
が
｢
詔
し
て
悉
-
茨
下
の
銅
俳

優
を
殿
ち
以
て
銭
を
鋳
る
｣
と
殊
更
に
誕
宴
の
譜
を
用
い
て
-い

37
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る
と
こ
ろ
に
俳
敦
史
家
が
誤
ら
れ
た
も
の
i
J解
せ
ら
れ
る
.
海

鑑
(撃

完

ニ
)
に
も

｢
日
蝕
民
間
銅
器
俳
像
は
五
十
日
以
内
に

悉
-
官
に
輸
せ
し
む
｣
と
記
し
'更
に
｢
夫
れ
俳
は
善
道
を
以
て

人
を
化
す
｣
以
下
の
せ
宗
の
談
話
を
載
せ
て
S
る
が
果
し
て
何

に
よ
れ
る
や
疑
問
で
あ
る
｡
(此
ゐ
間
の
事
情
に
つ
L.て
は
'常
櫛
博

士
'
立
代
宋
初
の
通
貨
間
題
参
儲
)
寺
観
内
の
装
飾
用
の
銅
器
を
凍

し
て
拾
悉
-
天
下
の
銅
俳
像
を
穀
つ
と
S
ふ
所
以
を
知
ら
な
い
.

民
間
に
卦
し
て
天
下
の
銅
禁
収
影
響
を
輿
え
る
だ
け
の
銅
俳
優

が
紀
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
.
叉
財
貨
隈
直
の
た
め

に
銅
俳
優
に
改
鋳
し
て
S
た
か
も
ま
づ
想
像
を
絶
し
た
こ
と
で

あ
る
｡
(通
鑑
の
記
事
に
よ
れ
ば
か
-
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
S

が
｡
)然
れ
ば
す
で
に
信
仰
の
間
鹿
で
は
な
い
o
恐
ら
く
は
欧
陽

修
等
が
沸
教
に
封
す
る
偏
見
か
ら
筆
を
曲
げ
た
に
過
ぎ
な
S
と

考
え
て
然
る
べ
き
で
あ
qう
う
｡
新
五
代
史
本
紀
に
倭
に

｢
頗
銅

禁
｣
の
三
字
を
以
て
轟
す
に
､
｢
世
宗
翰
｣
に
六
十
六
字
を
以
て

鞍
像
慕
銭
を
論
す
る
は
S
さ
さ
か
安
常
を
か
-
も
の
で
あ
る
.

然
も
後
世
の
沸
教
史
家
が
草
野
の
判
断
を
誤
っ
て
い
る
の
は

噺
五
代
史
､
通
鑑
の
文
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
rか

く
し
て
俳
優
を
殴
っ
て
周
通
銭
を
鏡
へ
鏡
州
大
悲
像
の
胸
を
斧

を
以
て
破
壊
し
た
か
ら
t.鹿
報
と
し
て
北
征
の
途
次
症
が
胸

特

徴
し
て
急
逝
し
た
と
俸
え
る
｡

賛
寧
が
三
十
七
才
の
時
'
北
地
で
せ
宗
の
燐
敦
政
策
が
賢
靖

さ
れ
た
｡
采
高
僧
侍
は
彼
が
七
十
才
の
時
に
編
纂
を
了
し
た
｡

従
っ
て
彼
の
こ
れ
に
関
す
る
記
載
は
､
か
の
金
石
文
と
共
に
或

る
程
慶
信
頼
し
得
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
istぬ
｡

采
高
伶
侍
巻
十
七
に
周
洛
京
指
先
寺
道
盃

(八
八
九
1
九
五

五
)
俺
が
あ
る
｡
啓
の
1
族
で
あ
る
?
軍
陣
に
父
を
喪
S
.
七

才
長
安
晩
春
寺
穫
能
法
師
の
門
に
人
か
､
の
ち
嚢
宗
石
門
に
事

す
る
や
駕
を
迎
え
､
更
に
洛
陽
に
移

-
'
長
安
の
戦
火
に
襲
わ

れ
る
や
老
母
を
負
う
て
華
陰
に
走
り
'
速
に
葦
山
の
岩
穴
中
にA

安
止
し
た
｡
時
に
穀
類
高
騰
し
毎
斗
帯
鋸
｣
た
め
に
自
ら
は
胎

■

息
術
を
行
じ
て
食
わ
す
'ゝ
乞
食
し
て
得
た
る
も
,の
む
以
て
母
の

食
に
供
し
た
と
S
う
.
天
栢
三
年
(九
三
<
)左
街
副
偲
錬
と
な

り
'
開
運
元
年
(九
四
朝
)
に
は
左
街
傍
線
と
な
っ
て
僚
事
を
管

掌
L
t
俳
名
へ
法
華
'
金
剛
'
仁
王
'
上
生
の
措
置
に
通
じ
た
｡

同
世
と
な
る
に
及
ん
で
太
組
は
召
し
て
贋
順
元
年
(九
五

こ
首
､

都
左
街
倍
録
と
な
し
た
の
で
あ
る
｡

｢
世
宗
'
(開
封
)肘
政
を
努
産
す
｡
容
門
の
繁
雑
な
る
を
辞

T一粥 一一
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S
沙
汰
を
奏
せ
ん
と
欲
し
'
盃
を
召
し
て
同
じ
-
試
す
｣
.と
て

開
封
声
乗
功
徳
俵
で
あ
っ
た
柴
柴
と
造
盃
と
の
交
渉
に
及
び
'

談
論
の
後

一
時
そ
の
事
は
止
ん
だ
.
つ
い
で
世
宗
帝
位
に
即
-

や
伶
線
の
解
任
を
乞
い
洛
陽
に
締
っ
た
｡
彼
は
老
子
の

｢
大
国

を
拾
む
る
は
小
鮮
整
煮
る
が
如
-
す
べ
L
L
の
語
を
引
い
て
軽

擬
し
-
沸
教
の
沙
汰
を
す
る
こ
と
を
誠
め
た
の
で
あ
る
｡

｢
(新
穂
)
二
年
果
し
て
勅
し
て
僚
寺
を
併
較
し
井
に
像
帳
を

立
つ
｡
蓋
し
之
を
限
る
な
-
｡
鞍
教
裸
か
ら
ざ
る
は
乃
ち
益
の

カ
な
-
｡㌧

遺
墨
は
此
の
年
六
月
八
日
六
十
七
才
を
以
て
経
っ
て
､S
る
｡

賛
寧
捻
道
重
爆
の
系
中
に
'

｢
周
の
世
宗
澄
汰
し
て
私
畠
を
穀

′■

ち
勤
し
て
僚
帳
を
立
つ
｣
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
我
々
の
関
心

老
若
-
も
の
で
あ
っ
て
､
か
の
永
興
軍
牒
に
も
見
ら
れ
る
が
如

き
.
名
額
無
ぐ

.
か
つ
酒
州
院
の
如
き
年
ぼ
迷
信
化
し
た
結
敢

法
集
の
S
は
ゆ
る
私
亀
の
類
が
整
理
の
主
要
な
封
象
で
あ
ら
た

こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
殊
に
'
翌
顛
徳

三
年
十

一
月
に
は
､
詔
し
て
天
下
の
淫
詞
を
厳
し
､
接
に
嗣
字

を
興
す
こ
と
を
禁
じ
て
S
る

(五
代
骨
要
巻
〓
ハ)
の
ぼ
せ
宗
の

砥
数
政
策
を
窺
S
得
る
｡

_
ー∫-

世
宗
が
黄
老
把
通
じ
て
S
た
こ
と
は
新
五
代
史
も
記
し
'
培

土
陳
特
と
の
問
答
も
采
史

(巻
四
五
七
)
に
見
え
＼て
は
S
る
が
へ

公
正
庵
立
場
か
ら
沸
教
政
策
を
行
つ

.
た
こ
と
は
ヾ
所
麿
の
寺
院

に
つ
い
て
は
そ
の
財
産
樺
を
認
め
て
･い
る
こ
と
､
故
に
干
せ
ざ

る
か
ぎ
少
僚
尼
の
還
俗
を
強
制
し
な
>
こ
と
､焼
身
'煉
指
其
の
･

他
の
反
社
食
的
行
儀
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
も
察
せ
ら
れ

も

｡
然
も
遺
魂
へ
左
道
へ
符
蒙
､
戯
弄
道
具
'
聖
水
等
道
教
的

迷
信
の
類
に
至
る
ま
で
を
倹
敦
政
策
の
取
締
-
の
封
象
に
お
i

て
S
る
こ
と
は
､
賛
寧
が

｢
澄
汰
し
て
私
邑
を
穀
つ
｣
と
言
う

と
息
ひ
合
せ
て
､
居
間
の
通
俗
信
仰
結
証
と
し
て
の
私
邑
の
類

ヽ

が
悌
教
の
名
の
も
と
に
混
在
し
て
S
た
こ
と
が
濠
徹
さ
れ
る
｡

更
に
､
軍
人
の
逃
亡
者
を
容
受
す
る
こ
と
の
不
可
を
カ
課
し

て
S
る
の
は
'
軍
閥
五
代
の
一
傾
向
を
物
語
る
も
の
と
し
て
輿

疲
探
S
｡せ
宗
の
強
兵
策
は
五
代
に
他
に
比
を
見
な
S
も
の
で
ー

所
謂

口
兵
甲
の
盛
近
代
無
比
な
-
｣
と
膏
五
代
史

(番
二

四
)

に
記
す
ご
と
-
で
あ
-
'
軍
隊
の
逃
亡
を
防
ぐ
と
'
精
強
を
均

す
と
は
常
に
世
宗
の
意
を
用
S
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
顛
徳
元
年

高
卒
の
役
に
'
世
宗
は
山
林
亡
命
の
徒
の
勇
力
有
る
も
の
を
韓

暮
し
て
常
つ
た
が
､
軍
容
厳
重
な
ら
ず
速
に
避
却
を
飴
儀
な
-

･一 節 --
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せ
ら
れ
､
こ
れ
よ
-

｢
天
下
の
豪
傑
を
召
募
す
る
に
草
津
を
以

て
し
て
阻
と
な
さ
ず
｣
世
宗
自
ら
武
重
超
絶
の
者
を
武
闘
し
た

の
で
あ
る
｡

(五
代
骨
質
感
二
Ir
京
城
諸
軍
)
新
穂
二
年
五
月
の

詔

に

'

｢
少
壮
碇
勇
の
人
に
し
て
軍
門
に
入
る
を
願
う
者
は
其

の
器
材
に
鷹
じ
て
登
用
す
｣
と
i
う
の
は
全
-
此
の
せ
宗
の
考

-
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
る
｡

六

か
1
る
世
宗
の
沸
教
政
策
が
如
何
に
蓬
貸
さ
れ
な
か
は
殆

ど

知
-
得
な
い
｡
私
度
を
禁
ず
る
の
は
姦
悪
の
敦
臥
内
に
容
直
す

L
る
の
を
阻
み
希
役
を
避
け
る
の
を
防
ぐ
に
あ
っ
た
と
共
に
'
恐

ら
-
は
給
度
株
が
多
少
の
政
府
財
源
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

賛
寧
は
つ
唐
末
以
来
諸
侯
角
立
し
て
稽
軍
額
を
か
け
ば
僚
尾
道

士
を
慶
し
て
先
づ
財
を
納
れ
し
む
｡
之
を
香
水
錦
と
儲
ふ

(倍

史
略
巻
下
)

と
記
す
が
へ
周
朝
に
於
て
如
何
で
あ
っ
た
か
は
不

明
に
展
す
る
｡
せ
宗
が
此
の
傭
敦
改
野
を
畿
布
し
て
後
'
未
だ
.

其
の
結
果
を
見
る
に
杢
ら
な
S.中
に
'
早
-
も
采
の
建
国
と
怒

っ
た
｡
然
し
な
が
ら
采
禽
要

(遭
樺
)'

慶
元
保
法
事
類

(逮

樺
門
)
の
諸
規
定
の
基
礎
を
な
し
た
も
の
は
t
も
と
よ
-
後
周

世
宗
の
悌
敦
政
策
で
あ
っ
て
､
此
の
間
の
こ
と
は
嫁
本
尊
陸
将

J･

士
の

｢
泉
時
代
の
童
行
読
経
得
度
の
制
度
｣

(支
部
僻
敷
史
単
五

ノ

7
)

ー
に
詳
し
S
.

幾
襲
連
を
重
ね
た
五
代
王
朝
の
沸
教
政
策
の
締
結
で
あ
-
'

次
の
時
代

へ
の
出
磯
鮎
と
な
っ
て
い
る
世
宗
の
施
策
が
'
鍵
乗

の
腰
俳
を
賢
行
し
た
王
朝
の
悌
教
政
策
に
見
ら
れ
る
通
-
'
儒

教
道
徳
を
基
本
倫
理
と
す
る
立
鯵
か
ら
は
､
あ
-
ま
で
沸
教
及

び
悌
数
々
圏
は
歓
迎
せ
ら
れ
な
S
存
在
で
あ
少
'
大
略
山
寺
准

勅
不
停
麿
記
に
も
祈
る
通
-
,
廃

者
は
天
下
の
飯
〕
天
下
の
塞

き
を
済
う
に
貰
献
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
､
其
の
居
住
す
る

寺
院
房
倉
と
共
に
'
僚
侶
の
数
は
あ
-
ま
で
最
小
限
度
に
制
限

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
-
､
歴
代
王

.朝
の
慶
俳
策
に
見
も
れ
る
が
如
き
道
教
に
偏
っ
た
立
場
か
ら
の

取
締
-
で
も
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
.
然
ち
な
お
'
従
来
俸

え
ら
れ
て
き
た
如
き
所
謂
破
伊
に
は
非
ず
'
却
っ
て
'
合
理
的

傍
教
え
の
反
省
と
も
見
ら
れ
'

一
面
国
家
の
権
威
が
完
全
に
教

圏
を
支
配
し
得
る
基
盤
と
な
っ
た
も
の
.で
あ
る
と
こ
ろ
に
其
の

意
義
を
認
め
夜
い
の
で
あ
る
O

(昭
和
二
十
六
､
八
㌧
十
1.
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･THE POLICY OFEMPEROR SHIH-TSUNG

OFHOU-CHOUTOWARD ABUDDHISM

Tairy∂Makiia
I) *

nessedfivechangesinrulingdynasty,therewereremarkablechange東,耳I
political,military,economic･andcultura王,ultimatelyleadingtothe

qni如at主脚 qfCれinallndertheStingdynasty- Thr9ughouttheFiv声＼
､ r I･-



Dynastiestherulersadheredtotheprinciplethatrestrictiohshould

beimposeduponthenumberofthetemplesandpriestsofBuddhism

whichisofforeignorigin.EmperorShih-tsung(世宗)oftheHou･

Chou(後周)dynasty,thelastofthesucceeding負vedynasties,,メpro･

mulgatedathirteen･pointedictin955■A.D.onhispolicytoward

Buddhism.HistoriansofBuddhism･regardShih･tsung'8policyasone

ofthefourgreatpersecutionsinthehistoryofBuddhism inChina.

Theauthorhasmade,however,minutestudiesoftheeventin_the

lightofWu･iai-hui･ym(五代食費),theOldandNewAnnals0ftheFi've

Dynastiesandotherhistoricalrecordsaswell1aSinscriptions,d憐･

CribesShih/･tsung'spolicyofmakingConfucianismthebasicprinciple

ofgoverhmentinaccordancewithtradition,ahaconcludesthatShih-

tsung's policytow卑rdBuddhi畠mwasnotsotyrannicasoftentoldby

Buddhistwriters,butitm｡stもe,egardedasrevealingShih-tsuhg･s

statesmanshipaswellashisintentiontorestoreBuddhism initstr玖e

spiritan'dform.Theauthorlfurtherreferstocontemporary･folkways

andpopularTaoist-Buddhistbeliefs.
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